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の
り
子
の
週
刊
日
誌
（主
な
も
の
） 

５
月
２
６
日 

市
駅
前
・
吉
宗
像
前
宣
伝
、
会
議
、
メ
ガ
ソ
ー

ラ
対
策
会
議 

２
７
日 

生
協
河
西
支
部
バ
ス
ツ
ア
ー 

宮
本
衆
議
院

を
迎
え
て
つ
ど
い 

２
８
日 

西
ブ
ロ
ッ
ク
地
域
訪
問
、
河
北
後
援
会
メ
ガ
ソ

ー
ラ
ー
計
画
地
ハ
イ
キ
ン
グ 

２
９
日 

河
西
無
料
生
活
相
談
、
い
ず
み
山
系
住
民
の
会

の
県
懇
談
会
、 

３
０
日 

会
議 

３
１
日 

市
議
団
と
合
同
会
議 

６
月 

１
日 

市
駅
前
無
料
生
活
相
談
、
環
境
を
考
え
る
会 
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５
月
２
１
日
（
日
）、
第
６
２
回
和
歌

山
県
母
親
大
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
午

前
中
は
「
精
神
障
害
の
あ
る
人
に
よ
り

そ
っ
て
」
の
分
科
会
に
参
加
。
６
２
年

目
に
し
て
初
め
て
の
分
科
会
と
の
事
、

今
後
も
是
非
「
継
続
を
」
と
思
い
ま
し

た
。
午
後
か
ら
の
全
体
会
は
、
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
の
ポ
ズ
ッ
ク
楽
団
「
へ
ん
て
こ

お
ち
ゃ
め
な
ち
ん
ど
ん
屋
で
す
」
は
、

味
の
あ
る
演
技
で
大
い
に
楽
し
み
ま
し

た
。
各
地
の
運
動
交
流
で
は
、
和
歌
山

市
の
新
婦
人
の
方
々
が
レ
ッ
ド
ア
ク
シ

ョ
ン
の
取
り
組
み
を
報
告
。
注
目
の
記

念
講
演
は
、
弁
護
士
・
宇
都
宮
健
児
氏

の
「『
幸
せ
に
生
き
た
い
、
平
和
に
く
ら

し
た
い
』
の
願
い
を
実
現
す
る
た
め
に
」

で
す
。
内
容
は
、
優
し
い
語
り
口
調
な

が
ら
今
の
安
倍
政
治
を
変
え
る
に
は
ど

ん
な
闘
い
が
必
要
か
、
中
身
の
濃
い
内

容
に
素
直
に
“
頑
張
ろ
う
”
と
思
え
ま

し
た
。
氏
は
、「
憲
法
は
今
最
大
の
危
機

を
迎
え
て
い
る
。
安
保
法
制
は
明
ら
か

に
憲
法
９
条
、
立
憲
主
義
に
違
反
し
て

い
る
」
と
切
り
出
し
ま
し
た
。 

安
倍
政
権
の
「
積
極
的
平
和
主
議
」

と
い
う
“
ご
ま
か
し
”
に
つ
い
て
の

項
目
で
は
、
平
和
学
者
ヨ
ハ
ン
・
ガ

ル
ト
ゥ
ン
グ
博
士
が
、
平
和
学
に
お

け
る
「
消
極
的
平
和
主
義
」
と
は
単

に
戦
争
が
な
い
状
態
で
あ
り
、
「
積

極
的
平
和
主
義
」
と
は
、
戦
争
の
原

因
と
な
る
「
構
造
的
暴
力
」
が
な
い

状
態
で
、
「
構
造
的
暴
力
」
と
は
、

貧
困
や
格
差
、
差
別
な
ど
社
会
的
構

造
に
根
差
し
て
い
る
も
の
。
「
ど
う

し
た
ら
平
和
的
環
境
を
作
れ
る
の

か
、
ド
イ
ツ
の
歩
み
か
ら
学
ぶ
べ

き
。
侵
略
戦
争
か
ら
反
省
し
“
私
た

ち
は
忘
れ
な
い
”
と
ナ
チ
の
時
代
に

向
き
合
っ
て
い
る
」
な
ど
学
ぶ
べ
き

国
の
事
例
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。 

最
後
に
「
政
治
を
変
え
る
こ
と
は

大
変
だ
が
一
人
ひ
と
り
は
微
力
で

あ
っ
て
も
集
ま
れ
ば
大
き
く
な
る
。

ど
う
す
れ
ば
つ
な
が
れ
る
の
か
、
ど

う
す
れ
ば
大
き
な
力
と
す
る
こ
と

が
出
来
る
の
か
。
大
き
な
山
は
一
人

で
は
動
か
せ
な
い
。
垣
根
を
越
え
て

繋
が
り
ま
し
ょ
う
。
」
と
結
ば
れ
、

充
実
し
た
気
持
ち
で
帰
路
に
つ
き

ま
し
た
。 

 

舞
台
（
上
）
と 

宇
都
宮
氏
（
下
） 

ア
ベ
首
相
の
「
腹
心
の
友
」
岡
山
市
の
加
計
（
か
け
）
学
園

の
加
計
孝
太
郎
理
事
長
の
学
校
法
人
が
、
愛
媛
県
今
治
市
に
来

年
４
月
に
新
設
の
獣
医
学
部
に
つ
い
て
、
「
総
理
の
ご
意
向
」

の
疑
惑
が
ま
た
浮
上
し
ま
し
た
。 

ア
ベ
氏
が
議
長
の
国
家
戦
略
特
区
諮
問
会
議
に
今
治
市
が

１
５
年
６
月
獣
医
学
部
新
設
を
提
案
。
加
計
学
園
は
何
度
も
獣

医
学
部
を
申
請
す
る
も
、
文
科
省
、
農
水
省
や
日
本
獣
医
師
会

な
ど
の
反
対
で
不
採
用
。
そ
れ
が
特
例
で
今
年
１
月
に
加
計
学

園
の
獣
医
学
部
新
設
が
認
定
。
２
２
日
、
共
産
党
の
小
池
晃
参

院
議
員
が
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
が
入
手
し
た
文
科
省
の
内
部
資

料
で
追
及
。
文
書
に
は
「
今
治
市
が
適
切
」
と
あ
り
、
昨
年
１

１
月
の
国
家
戦
略
特
区
諮
問
会
で
「
広
域
的
に
獣
医
師
系
養
成

大
学
等
の
存
在
し
な
い
地
域
に
限
り
獣
医
学
部
の
新
設
」
と
特

例
で
す
。
京
都
産
業
大
学
も
獣
医
学
部
を
望
ん
だ
が
大
阪
に
あ

る
の
で
断
念
に
追
い
込
ま
れ
ま
し
た
。 

加
計
理
事
長
と
ア
ベ
首
相
は
長
年
の
友
人
で
、
た
び
た
び
会

食
や
ゴ
ル
フ
に
出
か
け
、
妻
の
昭
恵
氏
は
「
加
計
」
の
系
列
保

育
施
設
で
名
誉
園
長
。
今
治
市
は
１
７
㌶
、
３
６
億
の
土
地
を

タ
ダ
で
貸
し
愛
媛
県
と
今
治
市
は
総
事
業
費
１
９
２
億
の
う

ち
９
６
億
円
を
大
学
立
地
補
助
金
と
し
て
交
付
。
昭
恵
氏
の
フ

ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
ア
ベ
氏
、
加
計
氏
ら
が
乾
杯
し
て
い
る
写
真

が
掲
載
さ
れ
、
テ
レ
ビ
や
一
般
紙
は
報
じ
な
い
が
、
麻
生
副
首

相
が
「
認
可
し
な
き
ゃ
よ
か
っ
た
。
俺
は
反
対
だ
っ
た
」
と
の

談
話
な
ど
が
ネ
ッ
ト
世
界
で
渦
巻
い
て
い
ま
す
。
権
力
者
に
よ

る
国
政
の
私
物
化
は
も
う
ゴ
メ
ン
で
す
。（
編
集
室
） 

 

 

薬草を求めてハイキング 
その道の専門家を迎えて紀伊風 

土記の丘、万葉植物園を中心に薬 

草を考えるハイキングへどうぞ。 

▼６月１０日（土）午前１０時～ 

▼集合場所はＪＲ和歌山駅東口 

▼参加費１０００円 

▼お弁当と飲み物ご持参 

▼主催 日本中国友好協会和歌

山県連合会 

▼申し込み締め切り ６月７日 

▼お申し込みは 

 ４２４－６５３１（日中県連） 

 へ電話またはＦＡＸで 

憲
法
が
保
障
す
る
内
心
の

自
由
を
侵
害
す
る
「
共
謀
罪
」

法
案
が
２
３
日
、
衆
院
本
会

議
で
採
決
さ
れ
自
民
、
公
明
、

維
新
な
ど
の
賛
成
多
数
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。
共
産
党
以

外
の
県
会
議
員
の
あ
る
方
も

「
説
明
が
不
十
分
」
と
言
わ 

れ
て
い
ま
す
。「
法
案
そ
の
も

の
も
よ
く
な
い
」
と
い
う
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。 

 

ぜ
ひ
み
な
さ
ん
参
議
院
で

廃
案
に
す
る
た
め
抗
議
の
声

を
上
げ
て
ゆ
き
ま
し
ょ
う
。 

 

先
日
県
母
親
大
会
が
紀
の

川
市
（
夫
の
実
家
の
前
が
会

場
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

母
親
大
会
で
は
安
倍
首
相
へ

の
抗
議
は
が
き
を
広
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ぜ
ひ
、
い
ま
す
ぐ
、
ペ
ン
を
と
っ
て
下
さ
い
。
廃

案
に
向
け
て
と
も
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。 

   物言えぬ監視社会をまねく 
        「共謀罪」を廃案に 
 過去３度も廃案になった「共謀罪」の審議が
行われています。共謀罪は捜査機関が捜査対象

を決めるなど「一般の人が対象になることはあ

りえません」という首相の言葉は到底信じられ

ません。戦時下で生きてきた人々は、「銭湯で

天皇の話をしただけで密告され拷問を受けた」

などの体験で、共謀罪の危険性を警告していま

す。言いたいことも言えず、国家の思い通り心

を縛り、互いを監視させ、密告を奨励する暗黒

社会はいやです。過去、幾多の試練に耐え手渡

された日本国憲法と基本的人権を守るのは私

たちの強い願いです。「共謀罪」法案の廃案を

求めます。 〇月〇日 氏名、住所など 

〒１００－８９６８東京都千代田区永田町１－６－１ 

内閣総理大臣 安倍 晋三様 

◆
母
親
大
会
で
出
さ
れ
た
は
が
き
の
文
例 

はがきの 

送り先 

 


